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巻頭言・CONTENTS

2021 年に東京経済大学へ入学してから、早くも
大学 4年間が終わろうとしており、時間が過ぎる早
さに驚いています。私の代は、2年生あたりまで新
型コロナウイルスによってサークルや授業などが制
限されてきた中で過ごしてきました。しかし周りの
人のサポートのおかげもあり、無事に 4年間過ごす
ことができました。
そんな中でも私がこの 4年間で最も力を入れて過
ごしてきたのは、ゼミ活動でした。私がこの大学に
入学したいと思ったきっかけが現在在籍している大
岩ゼミだったため、入学する前からゼミに一番力を
入れて過ごそうと決めていました。このゼミを通し
て培った力は、「答えのない答えを考え、相手に伝
える力」でした。私がこのゼミで最も大変だったの
が、このゼミで培った力である「答えのない答えを
考え、相手に伝える」ということでした。今までの
学校生活では、答えがあることを発表する機会はあ
りました。しかし、答えのないことについて自分な
りに定義づけて説明することや、1人でプレゼンす
る機会はありませんでした。また、先生に企画やア
イデアについて指摘される経験もなかったことか
ら、はじめはうまく伝えきれず苦労しました。

しかし、自分の中で核となる答えを持ってプレゼ
ンを行う大切さと、それを自分の中で意識して事前
準備を緻密に行ったことから、少しずつ相手に伝
えることが上手くできるようになっていきました。 
4 年生では、論文ではなく卒業制作を選択し、自分
にとってのコミュニケーションとは何かという考え
をもとに、「作品を通した感覚、感情の共有」をテー
マに得意分野であるイラスト制作の技能を派生しア
ニメーション制作を行いました。
このように、私が入学前から最も力を入れたかっ
たゼミ活動に集中して 4年間過ごすことができたの
も、「葵友会奨学金」をはじめとする大学のサポー
トによって実現できたことだと感じています。ゲー
ム業界の 2Dデザイナーとして就職が決まったこと
から、現在は就職先での業務で力になれるよう、基
礎の人体スケッチや色彩の勉強、3Dモデリングの
勉強なども随時行っています。この勉強をもとに、
今後もこの 4 年間で培った「答えのない答えを考
え、相手に伝える力」を通して、より良いデザイン
を伝えられるように邁進していきたいと考えており
ます。 （ゲーム業界デザイナー勤務）
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